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カプセル型

有翼型

展開柔軟型

観測ロケットによる大気圏突入実証試験の目的

次世代の大気突入機の候補の１つである展開柔軟型のエアロシェルに関して，これまでの要素技術の研究開発を踏まえて大気突入機を
設計，製作し，観測ロケット（S-310）を利用して，その最も重要な機能である大気圏突入飛行を実証し，その間の挙動や特性を測定する．

＊狭いスペースにも折りたたんで搭載可能。

＊空力加熱が緩和でき機体が高温にさらされない。

＊軟着陸（着水）のためのパラシュートが不用。

＊大気圏突入から地上まで空力安定性がよい。

＊帰還させる物資の形状によらない。

＊着水後の浮揚のためのフロート（浮き）も不用。

展開柔軟型の利点

自在な宇宙活動を実現するために、大気圏突入システムに新しい選択肢を提供する

＜カプセル型、有翼型に続く、第３の形「展開柔軟型」の大気圏突入システム＞

空力加熱を避ける空力加熱に耐える

地球帰還システムや惑星探査への応用を期待

フライト実験結果

＊薄い大気でも軽量大面積で効率良く減速可能。
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実験シークエンス（フライト実績）

X=0 ロケット打ち上げ

X=60sec ノーズコーン開頭

X=90sec エアロシェルカバー開放

X=95sec ガス注入

X=100sec 実験機分離＆射出（射出速度50cm/s)

X=190sec 頂点通過（最高高度：150km）

X=320sec 最高速度（1.32km/s）に達した後、
空気力により減速開始（高度70km)

X=400sec 平衡速度到達（高度30km）

X=1320sec 着水（終端速度約16m/s）

（↑）実験機の分離
時にロケットから撮
影した画像

観測ロケットS-310-41号機は、平成24年8月7日16時30分に内之浦宇宙空間観測所から打ち上げられた。本フライト試験に関わるシーク
エンスは、すべて順調に行われ、目的であった柔軟エアロシェルの大気圏突入機の大気圏突入飛行を実証でき、飛行中のフライトデータ
もすべて正常に取得できた。

ロケット打ち上げ
の様子

実験機は高度70kmで空気力

により減速を開始し、高度
30kmでほぼ平衡速度に達し
た（◇はフライトデータ）

２次レーダーにより取得した実験機の再突入軌道と
事前の数値解析の結果の比較（速度ｖｓ高度）

フライトデータは予測軌道とよく一致しており、また、事前の風洞試験から予測した抵抗係数とフラ
イト軌道から得た値は定性的に一致しているおり、これらから、実験機は大気圏突入時に、想定ど
おりの減速性能を発揮したと言える。また、エアロシェルのない場合との比較から、柔軟エアロシェ
ルにより、効率よく空気力を利用し、大気密度の薄い高高度で減速が実証できたといえる。

カプセルから撮影し
たエアロシェル（↓）

エアロシェル
がない場合の
予測軌道

フライト軌道から推定した実験機の抵抗係数と風洞試
験（剛体モデル）結果の比較（マッハ数ｖｓ抵抗係数）

風洞試験
（剛体モデル）結果

遷音速、高マッハ数領
域では、フライトと風洞
での差異が目立つ
（→今後の課題）


